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Ｉはしがき１

約１０年 前に 科 学研 究 費用 と して 研究 費 用 を支 給 され て以 来、 同様 の研 究テ ー マ にて、

腎臓移植 を施 行された患 者並清、 あるい はリンパ 球、 血球 を用いて その 免疫学的 な変化
を

密に モニ タリ ン グ してき た。 今回
を 節目と して１０年目 であ る 今年 の研 究成 果 は非 常に 有

意 義 な も の と な っ 淀。

研究成 果 は学会 誌報 告と して後 述 して いる。 ２００６年Ｔｒａ鵬ｐ１狐 賊ｉ㎝に おいて２００７年に

はアメ リカ移 植学会 誌 （ＡｍＪｏ汀ｒ捌ｓｐ１鋤ｔ） に詳細に 記載さ れている。

重 要な 結論 は、 血液 型カ
ミ異 なる 組み 合わ せの レシ ピエ ン ト体 内に 産生 さ れる 血液 型椀

体は一般に は通常 認められる もの であるが、 拒絶を 起こ した 患者群に ば獲得 免疫を 中心と

した丁細 胞 依存 牲 にＢ細 胞 に て 産生 さ れた 杭 体で あり こ れ は主 にＩｇＧ１で代 表 され る一 方

で、 拒 絶を起こ さな かった患 者群 では 自然免疫 を通 じて丁細 胞非依
存性 にＣＤ５陽性 である

Ｂ細胞 から産生 さ 粗た抗体 であ り、 こ れはお もにＩｇＧ２お よ
びＩｇＭで代表 される。 前 者カ聯

体を介 した 非常 に細胞 障害牲 の強 い抗体 であるのに 対 し、 後者 ほ中 和枕 体的に作 られた抗

体であ り、 細胞 障害性も ほとんど ないよう である。

研究 代表 者ら ばさ らに、 過 去２０年に おい て女 子医 犬に て施 行 され
た血液 型不 適 合移植

２００例坦 上の デー タを もと に乙 れ らの 症例 と免 疫抑 制剤 の種 類に つ いての 検 討を加 完 た。

上述 のぷう な祷殊 なＢ．１ （ＣＤ５陽性Ｂ細 胞） 細胞 から産 生さ れるＩｇＧ２抗 体な どは２０００年を

契機 に しばしぱ見受 けられてい る。 こ のように 抗体カ
ミ盛んに産生 さ れて いる にもかか わら

ず該当する血液型枕原を表 現する臓器カミなんら障害も受けずに生着しつ続ける現象を

Ａ㏄ｏｍｍｏａａｔｉ㎝ と 呼 ん で い る。 Ａ㏄ｏ㎜ｍｏｄａｔｉ㎝ 減 少カ 朔 ら か に 頻 回 に 見 受 け ら れ る
よ う に

な っ た の は、 ２０００年 以 降 で あ る。 ２０００年
は ミ コ フ ェ ノ ー ル 酸 モ フ ェ テ ィ ー ル お よ び カ ル

シニューリ ンイ ンヒビター である プログラフカミ腎臓 移植の 免疫抑制 導入療 法と して 取り入

れられ た時期 であり。 これらの 画期 的な 免疫抑制 剤の
登場 がＡ㏄ｏ㎜ｍｏｄａｔｉ㎝現象の成 立に

一端を 担っ ている と言完そう である。

腎臓 移植 の生 着率 がほ ぼ１００％ に達 した のも２０００年 ころ から であ り、 こう いっ た２０００

年前後 に新たに登 場 した 免疫抑制 剤がより 具体的 にどのよ うな免 疫変化を 起こ しているの

か抗 体のスイ ッ チの仕方 など具体 的な 免疫学の変 化様式 につ いて 詳細を 今後研究 したい と

考 完 て い る。
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学 会 誌

１） 石田英樹 古澤美由紀 村上徹 徳本直彦 中島一朗 田邊一成 淵之上昌平

東 間 紘．
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２） 石田英樹 田邊一成 徳本直彦 新村浩明 東間紘．
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東 間 紘．
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４） Ｇ＆胴１Ｕ，
石 囲 菓 樹

、
囲 邊 一成 東閻 紘．
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５） 石田英樹 田邊一成 古澤美由紀 石塚敏 林哲夫 徳本直彦 宮本直志

自川浩希 新村浩明 清水朋一 東間紘．
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Ｂｏｓｔｏｎ ２００６ ０８

４） シンポジウム 抗ＨＬＡ抗体 陽性例に対する腎臓移植、 第４２回日本移植学会総会、

千 葉 ２００６ １０

５） シンポジウム 抗体 陽性例 に対する腎臓移植、 東部泌尿器科総会、

東 京、 ２００６ １０
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７） Ｌｎ㎜施ｘ法を用いた抗ＨＬＡ抗体の検出について 第４１回日本移植学会

新 潟２００５ １０

８） 血液型 不適合移植後 にみら れる拒絶反応群と非拒絶反応群の液性免疫能の違い

第姐回日本移植学会 新潟 ２００５ １０
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ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ ｌｉｖｉｎｇ ｒｅ１ａｔｅｄ
ｋ 週 ｎｅｙ．

丁 閉 ｎｓｐ１ａｎｔ Ａｓｉａ２００４． ２００４．１２ Ｓ五ｎｇａｐｏｒｅ

１１） 生体腎移植患者 における高感作者に対する術前血漿交換治療の有用性につい

て、 第 ４ ０ 回 日 本 移 植 学 会 総会、 ２００４ ０９、 岡 山

１２） Ｎ ｅｅｄ ｆｏｒ ｐｒｅｏｐｅｒａｔｉｖｅ ａ 航ｉｂｏｄｙ ｅ１ｉ㎜ｉｎａｔｉｏｎ ｉｎ Ｐ Ｒ Ａ ｐｏｓｉｔ三ｖｅ ｒｅｃｉｐｉｅｎｔｓ．
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．
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１３） 腎移植患者に おけるＰ ＲＡ法の評価一２４９例の１臨床的見地および病理学的

見 地 よ り 一、 第 ９ ２ 回 国本 泌尿 器 科 学 会 総 会、 ２００４ ０４、 大 阪

１４） 血液型不適合 腎移植 後におけるＩｇＧおぷびＩｇＭの変化、 第３９回日本移

植 学 会 総 会、 ２００３ １０、 犬 阪

１５） 刑ｏｗ ＰＲＡ ｓ１㎎ｌｅａｎｔｉｇｅ 洲 ｅａｄｓｔｅｓｔの 有 用 性 に つ い て の 検 討、 第 ３ ９ 回 日 本

移 植 学 会 総 会、 ２００３ １０、 犬 阪
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．
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１８） 当科で開始 したＰＲ Ａの結果と移植腎成績の相関関係について、 第９１回日

本 泌 尿 器 科 学 会 総会、 ２００３ ０４、 徳 島
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